Panasonic 


設置をされる方へ 

♦必ず、本機をテレビ/レコーダー/テレビドアホン 
に登録してから、設置を行ってください。 

♦さ機器に登録するとさに、電源を入れ直す必要び 
ありますので、送電装置は手の届<場所に設置し 
て < ださい。 


設置説明書 

センサーカメラ 

品番 VL-CM140 
VL-CM160 

ブイエル シーエム ケイティー 

VL-CM140KT 

ブイエル シーエム ケイテイー 

VL-CM160KT 



VL - CM 1 40/ VL - CM 1 40 KT 
(屋外タイプ） 



VL - CM 1 60/ VL - CM 1 60 KT 
(ライト付屋外タイプ） 


■設置は、お買い上げの販売店にご依頼ください。 

設置をされる方へ 

■ この設置説明書をよくお読みの上、正しく設置してください。 

■特に r 安全上のごま意」は、設置前に必ずお読みいただを、ま全に設置してください。 

■カメラ本体と送電装置までの総配線距離は30 m じ I 内となるよラにしてください。 

■正しく設置されなかった場合などの製品の故障および事故について当社は、その責任を負え 
ない場合ちございまずので、あらかじめご了承ください。 

• 設置終了後は、必ず本書をお客様におミ度しください。 


設置の前に 設置説明 







































表記について 

本書内での表記について 

参本書では、「センサーカメラ」を「カメラ」と表記しています。 

参本書で使用しているカメラのイラストは、 VL - CM 1 60を代表として記載していまず。 

マーク表記について 

• 通 • . 設置上、お守りいたださたい重要事項や禁止事項を記載していまず。 

必ずお読みください。 

•' お知らせ ） . 操作の参考となることや、補足説明を記載していまず。 

参 （ B ^ O ページ） ...... 説明上、参照していただきたいページを記載していまず。 

商標/登録商標について 
参 QR コードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標でず。 

♦その他、本書に記載の会社名-□ゴ-製品名•ソフトウエア名は、各会社の商標または 
登録商標でず。 


プライバシー-肖像権について 

カメラの設置や利用につさましては、ご利用されるお客様の責任で被写体のプライバシー、肖像 
権などを考慮のラえ、行ってください。 

※「プライバシーは、私生まをみだりに公開されないといラ法的保障ないし権利、をしくは自己 
に関する情報をコント□ールずる権利。また、肖像権は、みだりに他人から自らの容ぼラ•姿 
態を撮影されたり、公開されない権利」と一般的に言われていまず。 
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g 表記について 

H ' ホ書内での表記について . 

M マーク表記について . 

nJ 商標/登録商標について . 

m プライバシー•肖像権について . 

設置のなびれ 
I付属品•添付品の確認 
Iまを上のごま意 ( 必ずお守りください 

I設置上のお願い 

I ♦動作検知と人感(熱)センサーの検知範囲と特性 . 

I ' 動作検知について . 

I ' 人感(熱)センサ-について . 

I ♦設置ずるとさ . 

I ♦推装ずる設置位置 . 

■ •設置例 . 

I 参 LED ライト①明るさについて . 

M ♦明るさ、距離の違いによる画像について . 

I配線のなびれ 
g カメラを設置する 

^♦カメラを取り付ける . 

W • 屋内側のケーブル配線 . 

♦が部入力端子について . 

g センサーの巧知轟囲/感度を調壁する 

設置確認画面で確認ずる . 

I ♦検知範囲を調整ずる . 

I ♦センサーの誤検知を防ぐ . 

I ' 人感(熱)センサ-の場合 . 

■' 動作検知の場合 . 

I ♦動作検知および人感(熱)センサーの感度について . 

I ' 動作検知の場合 . 

人感(熱)センサ-の場合 . 

I ♦ センサー範囲調壁キャップについて . 

■' 取り付け方法 . 

センサ-範酬整キャップの観麵 . 

I ♦が部センサーを使う . 

■ LAN ケーブルの取りが し方:ホ 


設置の前に 


設置説明 
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設置説明 


設置の前に 
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設置のながれ 

■ 設置は、お買い上げの販売店にご依頼ください。 

■ 設置をされるちへ 

参カメラ本体と送電装置までの総配線距離は 30 mL ソ内 となるようにしてください。 

♦各機器に登録すると走に、電源を入れ直す必要びありますので、送電装置は手の届く場所に 
設置して < ださい。 

♦正しく、ま全にご使用いただくための設置方法について記載していまず。よくお読みのラ 
え、設置の手順に従って正し<設置して<ださい。 

♦正しく設置されなかった場合などの製品の故障および事故について当社は、その責任を負 
えない場合をございまずので、あらかじめご了をください。 

• 設置終了後は、必ず本書をお客様におミ度し<ださい。 


下記の項目をよく読む 

1 

参安全上のごを意 8 〜 10 ページ） 


♦設置上のお願い(防]]ページ） 


♦各部のなまえとはたらさ(心取扱説明書） 

V _ 



/ 

カメラを設定する 


I 

1 . カメラと各機器を仮接続ずる 



2. 各機器にカメラを登録ずる 

^登録ガイドを参照してください。 


3. カメラの画像を見る 



4. カメラの基本設定をずる用が及説明書を参照してください。） 



カメラを設置する 

(防23ページ） 



センサーの検知節囲/感度を調整する 

(防34ページ） 


广 お知らせ） 

♦設置後に「みえまずねつと Lite サービス」（有料）に申し込む場合は、別冊の取扱説明書を 
ご覧< ださい。用又扱説明書0^已8ページ） 
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全製品共通 


□ AC アダプター . H 固 

(コード長さ約3 m ) 



□送電装置 .] 個 


n スタンド .] 個 



□ 防水ゴム A . 1個 

(本体と 0.2 m 屋外 LAN ケースレ風 



□防水キャップ .] 個 



□ねじ 

ねじ A (4 mmx 20 mm ) 
( VL - CM 140/ VL - CM 160) 

.]] 本 

( VL-CMl 40 KT / VL-CM 1 60 KT ) 
. 15本 



ねじ B に.己 mmx 10 mm ) 

. 1本 

(本体と安全ワイヤー取り付け用） 



付属！] □ • 添付□□の確認 

不備な点びございましたら、お買い上げの販売店へお申し付けください。 

本製品の付属品じ(外にご用意いただくをのについては、22ページを参考にしてください。 

付属品 



設置の前に 


設置のなびれ/付属品.添付品の確認 


已 
























巨 
























添付品(全製品共通） 

□ 取扱説明書 . 

□ 登録ガイド . 

因設置説明書（本書） . 

□セットアップ CD-ROM. 

(セツトアップソフトウエア) 


□ 保証書 . 1 式 

□ カメラ作動中ステツカー . 1枚 

□ QR コー ドシール 

(本体の背面にはり付け） .] 枚 

□ みえまずねつと Lite ガイド .] 枚 


VL-CM140KT/VL-CM160KT のみ 


□ 屋夕 I'LAN ケースレ. 

(長さ約8 m ) 


] 本 


□ 面面テープ . 

(ずさま用 LAN ケーブル用） 


3 枚 




□ すをま用 LAN ケーブル .] 本 

(長さ約 a 已 m ) 



□防水ゴム B.] 個 

(ずきま用 LAN ケースレと8 m 屋外 
LAN ケーブル用） 



□ 自己融着テープ. 


] 個 




v_ 


冊部冊枚 


設置の前に 


付属品•添付品の確認 
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まを上のご注意 ( 必ずお守りください j 

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守り 
いただくことを、次のよラに説明していまず。 


■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じるを害 
や損害の程度を、次の表示で区分し、説明していまず。 


A 警告 


この表示の欄は、「死 t または重傷 
などを負う可能性び想定される」 
内容です。 


A 注意 


この表示の欄は、「傷害を負ラ可能 
性または物的損害のみび発生する 
可能性び想定される」内容です。 


■お守りいただく内容の種類を、；欠の 
絵表示で区分し、説明していまず。 

(下記は絵表示の一例でず） 


0 この絵表示は、しロホいけな 
し1「禁止」内容です。 


〇 この絵表示は、必ず実行して 
いただく「強制」内容です。 


A 警告 


本製品を壁に取り付けて使用ずる 
とさは、堅固-確実に取り付ける 

落下により、けびの原因になり 
ます。 

不安定な場所、振動のをい場所、 
強度の弱い壁には取り付けない 

1石こラボード -ALC (軽量気泡コン^ 

クリート）-コンクリートブロック- 
1厚さ2.已 cm じ(下のベニヤ板など 

^ A 落下により、けびの原因になり 
ます。 

禁止 

センサーキャップは、乳幼児の手 
の届くところに置かない 

) 誤って飲み込む恐れびありまず。 

禁止 

♦万一、飲み込んだと思われるとさは、ず 
ぐに医師にご相談ください。 

設置*配線工事の際の壁 や 天井への 
穴あけ や、 AC アダプターの コード 
や ケーブルを固定ず る 際は、屋内配 
線*屋内配管を傷つけない 

漏電•感電•火災などの原因に 

1 X /なりまず。 

禁止 

J 
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A 警告 


配線工事は、安全-確実に行ラ 


0 


禁止 


誤った配線工事は感電や乂災の 
原因になりまず。 


スタンドと取付面についてはスタン 
ド下部切外をコーキングし、ずきま 
を埋める 


スタンド外周部と取付面のずさまに、防水' 
シール剤などを塗る 


防水 シール 剤 


〇 



防水び不完全な場合、機器の故 
障や設置する家屋の壁中に水び 
浸入ずる原因にな0まず。 


雷のとをは配線工事をしない 




禁止 


乂災-感電の原因にな0まず。 


AC アダプターのコードやプラグ 
を破損ずるようなことはしない 

^ドアにはさみ込んだ0、傷つけたり、加" 
エしたり、熱器具に近づけたり、無理に 
巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、 

^重い物を載せた0、束ねた0しない 

0 傷んだまま使用ずると、感電- 
ショート-火災の原因にな0ま 

禁止 

♦コードやプラグの修理は、販売店にごホ目 
談< ださい。 


ケーブルの接続時は、防水ゴム、防水キャップ、自己融着テープで防水 
処理を行う 


〇 


乂災-感電の原因になりまず。 


設置の前に 


安全上のご；法意 
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まを上のご注意 ( 必ずお守りください j 

A 注意 


スタンドは「♦上側」の表示が上側になるように取り付ける 



〇 上記 LU 外の向さで取り付けると、内部に雨水などび入り、 
機器の故障の原因になることびありまず。 


±中埋設配線ずる場合は、±中で 
の接続はしない 


0 絶縁劣化によ0、感電の原因に 
なることびありまず。 

禁止 


±中埋設配線ずる場合、ケーブル 
や配線材などは、電線管などを使 
用して防水処理をずる 

〇 感電の原因になることびありま 
も 
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設置上のお願い 

動作検知と人感織)センサーの検知範囲と特性を理解したうえで、適切な場所にカメラ 
を設置してください。 


動作検知と人感(熱)センヴーの検知箭囲と特性 


動作検知および人感(熱)センサーの動作は、昼と夜で異なりまず。 
昼 夜 


< > 動作検巧動作 

< 人感（熱）センサー動作 

参昼夜の判断は、画像の明るさに応じてカメラび自動で行いまず。 

動作検知について 

カメラび撮影した画像内の変化を検知しまず。 

動作検知の検知節囲 


カメラ 



♦ 動いている被写体と背景の色び似ているとさは、動作を正しく検知しない場合びありまず。 
♦外部照明の点灯時など、全体的に明るさび急変ずる場合は、誤って動作検知ずる場合びあり 
ます。 

♦ LED ライトの点好/消好の直後最長2秒間は、動作検知び動作しません。 

( VL - CM 1 60/ VL - CM 1 60 KT のみ） 


設置の前に 


ち全上のごま意/設置上のお願い 































参暗くなると検知しにくくなりまず。 

参動作検知機能は、動さの変化を動体の輪郭の変化と輝度変化によって検知していまず。これ 
は、太陽光などによる全体的な明るさの変化で誤って動作検知ずることを軽減ずるためで 
ず。 

♦センサー検知の間隔は約1分でず。検知後の約]分間は、次の検知を行いません。 （ 「みえま 
ずねつと Lite 」 を除く） 
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人感(熱)センサーにつし、て 


人や動物などの温度をちつちのから自然に放射されているホ外線による温度変化を検知ずるセン 
サーでず。（車のマフラーやボンネットなどの外気温との差び大さいをのにを反応しまず） 



◎ ■ 人感(熱)センヴー 

i し I 一 



♦夏場など外気温び高いとさは、被写体（人の体温など）との温度差びルさくなり、センサー 
検知しにくくなりまず。 

逆に、夜間やを場など外気温び低くなったとさは、温度差び大さくなるため、センサー検知 
しやすくなりまず。 

♦カメラで撮影したい方向に道路びある場合は、通行している車に反応ずることびありまず。 
設置例]または2 (防] 8〜]日ぺージ）をご覧のうえ、カメラの撮影方向に道路びこないよ 
ラにして < ださい。 


設置の前に 


設置上のお願 ： S 
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♦暗いとさにのみ、動作しまず。 

※熱を検知ずる帯で、人感(熱)センサーから複数本出ていまず。 

この検知帯域に熱源（人や車など）び出入りずると、温度変化び発生しまず。 

センサーはその温度変化を検知して動作しまず。 

上図の破線矢印 （■■■■►) のように、カメラに向かってまっすぐ移動ずると、検知帯への出 
入り口びかないために検知しにくくなりまず。 

♦センサー検知の間隔は約1分でず。検知後の約]分間は、次の検知を行いません。 （ 「みえま 
ずねつと Lite 」 を除く） 
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設置するとを 


本製品は軒下など直射日光や風雨び直接あたりにくい場所に設置して 
<ださい。 

また、設置の際は、次の点にごを意< ださい。 

♦ ご使用上のお願い取扱説明書)を確認してください。 
♦天井には、取り付けないでください。 

参カメラの前を人び横切るよラな場所 I こ設置してください。 

〔人感(熱)センサーは横からの動さによる温度変化を検知しやず 
く、正面からの動きは検知しにくくなりまず。 詳しくは、14ペー 
ジを参照してください。〕 





X 検知距離び 

已 m 政下に 
なる場合あり 


♦カメラの向きは、人感(熱)センサーび必ず下側になるよラに取り付けてください。 

(逆さに取0付けると、画像び逆にな0まず。） 

参隣家と近接した場所に設置ずるときは、 LED ライトの光 ( VL - CM ]60/ VL - CM ]60 KT ©&) 
び隣の家に迷惑をかけないよラにカメラ角度を調整してください。 


設置の前に 


設置上のお願 S 


1已 











こんなところには設置しない 篤動作、変あ、故障の原因) 

• 真正面か5人物び近づいてくるよラな場所 

(狭い通路などで、人び真正面から近づいてくるよラな場所） 

♦ ] 2、 ] 4ページを参照してください。 



• 車の交通量がをい道路びある場所 

(約已 m な 上 離れていてを、車にはセンサー反応しまず。） 


♦換気扇、エアコンの室外機、給湯器などの風や、車のが気ガ 
スなどの該響を受ける場所 

(急激な温度変化により、誤検知しやずくなりまず。） 


• 風などで動くような植木、ミ先濯物などびある場所 

(温度変化により、誤検知しやずくなりまず。） 








•直射日光びあたる場所やがなの真下など、周囲の温度び高くなる場所 
参振動'衝撃や、反響の多い場所 
♦火気-熱器具や、磁石などの磁気の近< 

♦前ちにガラスなど、温度変化の検巧を巧げたり、反射するよラな障害物びある場所 
参油巧れびついたり、蒸気びかかる場所 
♦携帯電話など強い電波を発する製品の近く 

♦硫化水素、 U ン、アンモニア、炭素、酸、ほこり、有毒ガスなどの発生する場所 
• 海岸の近くや直接潮風びあたる場所、温泉地の硫黄環境 
(塩害などにより製品寿命び短くなることびあります。） 

• 昼間でち木陰などで影になつたり、夜でちがなで明るくなるなど、明るさび変わりやすい場所 
• 下記のよラに逆光になる場所(人の顔び暗く映り、判別しにくくなります。） 


7ンシヨンの 澀蕭///谷 
階上など、 — " 

背景に空の 
占める割含の 
大さい場所 


ホ 


正面に、直射 
曰光が反射 
する白壁が 
ある場所 


\ 1 / 
-, 0 ;- 

白い壁 

5 



直射曰光が 
当たるよラな、； 
明るい場所 










































推奨ずる設置位置 



カメラ 



玄関 

門か日の侵入者は検知しやずく、前の道路を通る人や車は検知しにくい 
センサーの検巧範囲を調整することちでさます。34ページ)] 

参ただし、侵入ちび横向きに映りやずくなりまず。正面から映したいとき(防] 8、 ] 日ぺージ) 



家の壁 


設置の前に 


設置上のお願い 
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設置例 



設置参考例(市販の外部人感センヴーを使用ずる) 


本機と、外部人感センサーを下図のよラに設置 
ずると、門からの侵入者を検知してさらに正面 
から映ずことびでさまず。 


外部人感センサー（推奨品：動作確認済み） 
竹中エンジニア1」ング(株)製 
品番： MS -100 A 
( AC 100 V 配線び必要） 


♦設置は、推奨品に付属の説明書に従い、確実に 
行ってください。 

♦外部人感センサーを使巧ずる場合、本機と接続後 
「センサー選択設定」の設定変更び必要でず。※ 
取扱説明書） 

※ただし、本機のセンサーは、はたらさません。 
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設置例 2 駐車場の中に入ってくる人を検知したいとさ 


良い例 



駐車場への侵入者は検知しやずく、駐車場 
前を通る人や車は検知しにくい 
ちンヴーの検巧範囲を調整することもでさま' 
ず。（防34ぺージ） 一 

♦車高の高い車の場合は、侵入ちの顔び 
カメラから映るよラにカメラを設置して 
<ださい。侵入者び車に隠れてしまい 
検知でさないことびありまず。 

♦ただし、侵入者び横向さに映りやずくな 
りまず。正面から映したいとき下記) 



設置参考例(市販の外部人感センヴーを使用ずる） 




検知 
しやずい 



本機と、外部人感センサーを下図のよラに 
設置ずると、駐車場への侵入ちを検知して 
さらに正面から映ずことびでさまず。 


外部人感センサー（推奨品：動作確認済み) 
竹中エンジニア U ング(株)製 
品番： MS -100 A 
( AC ]00 V 配線び必要） 


♦設置は、推奨品に付属の説明書に従い、 
確実に行ってください。 

♦外部人感センサーを使用ずる場合、本機 
と接続後 r センサー選択設定」の設定変更 
び必要でず。取扱説明書） 

※ただし、本機のセンサーは、はたらをませ 
ん。 


設置の前に 


設置上のお願 ： S 
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LED ライトの明るさについて 


■ LED ライトは、センサー検知時の威嚇用でず。 

(VL-CM1 60/VL-CM1 巨 OKT のみ） 

人などの動さを検知ずると LED ライトび点灯しまずび、照明用の光量 
はありません。 

( LED ライトの光量：正面3 m で約8.已ルクス、正面から左ち 
2073 m で約2.已ルクス） 


LED ライト 
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明るさ、距離の違いによる画像について 


次の場合は、人の顔び判別しにくくなりまず。 

♦昼間など明るいとさでを、カメラから約3 m じ(上離れたとさ 

ただし、撮影時の被写体の場所（曰陰•逆光•撮影角度など）によっては、 3 mLU 内でち映 
りび悪くなり、人の顔び判別しにくくなりまず。 

♦夕方や夜間など、周0び暗いとさ（画質びな下しまず） 

• 動いている人の撮影では画像びぶれるため、顔の判別び難しくなりまず。 


設置の前に 


設置上のお願 S 
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配線のながれ 

VL-CM140/VL-CM] 日0と、 VL-CM] 40KT/VL-CM] 日 OKT では、配線の方法び異なりまず。 
次の図を参考に接続してください。 


■ VL-CM 1 40/VL-CM 1巨0を使用ずる場合 


壁 



■ VL-CM! AOKT/VL-CMl 巨 OKT を使用ずる場合 


窓のサッシなど 


屋外 


/ 

屋内 


AC アダプター 
(付属品） 



ずをま用 LAN ケーブル 
(約 0.5 m 、 付属品） 



(巿販品) 


广 お知5せ） 

参カメラから LAN ケーブルを取り外ず場合は、4已ページを参照してください。 
• LAN ケーブルは、下記仕様の市販品をお買い巧めください。 

LAN ケーブル：カテコ 'U —已じ(上、ストレートケーブル 
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カメラを設置ずる 

♦設置は、お買い上げの販売店にご依頼<ださい。 

♦正し<設置されなかった場合などの製品の故障および事故について当社は、その責任を負 
えない場合ちございまずので、あらかじめご了承ください。 

♦巧を開けた部分については、必ず防水加工してください。 

♦カメラ本体と送電装置までの総配線距離は 30 内となるよラにしてください。 

♦各機器に登録ずるとさに、電源を入れ直ず必要びありまずので、送電装置は手の届<場所 
に設置して< ださい。 

♦本体背面にはり付けられている日 R コードは、必ず本体からはがして大切に保管してください。 


カメラを取り付ける 


1カメラ本体の設置場所をミ夫める 

じ(下の点に留意し、カメラ本体の設置場所をみめてください。 

•カ メラ本体から送電装置までの総配線距離び 30 m じ(内であること。 

VL-CM140KT. VL-CM ] 日 0KT の場合、付属の屋外 LAN ケーブルは8 m でず。 8 m 
政上必要な場合は市販の屋外対応 LAN ケーブルを別途準備してください。 

♦カメラ本体の近くに熱源となるちの(給湯器、エアコン室外機など)び無いこと。（カメ 
ラ本体の近くに熱源びあると、人感(熱)センサーの誤動作の原因になりまず。） 

参乂感(熱)センサーや動作検知のしくみについて、]]〜 ] 4ページをよくお読みになっ 
た上で設置場所をみめて< ださい。 

• VL-CM140KT. VL-CM ] 日 0KT の場合、ずきま用 LAN ケーブルはサッシ(外では使 
えません。また、雨戸やシャッターなどびある窓でち使えません。 

♦カメラを仮設置した後に動作を確認し、配線と設置を行ってください。 

2 スタンドカバーをがず 

3屋外 LAN ケーブル(長さ約 0.2 m ) をスタンド左側の「データ/電源出力」 
端子に接続し、図のようにケーブルを押し込む 

♦必ず付属の LAN ケーブルを使用してください。他のケーブルを使用ずると、カメラに 
水び浸入ずるなど、故障の原因とな0まず。 



設置説明 


配線のなびれ/カメラを設置する 
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4 LAN ケーブルをスタンドち側の「データ/電源入力」端子に接続する 
国 VL - CM 140/ VL - CM 1 巨0の場合 

壁に開けた巧に LAN ケーブルを通し、スタンド背面よ0スタンドち側のデータ/電源入力 
端テに接続してください。 

CD 管を使用している場合は、 CD 管び取付け面より約] cm 政下程度の出っ張りとなるよ 
ラ処理してください。 



♦ LAN ケーブルにコネクターび接続されていない場合、ぐっとずコード(別売品-松下電 
エ(株)製、型番： WTJ8 日 01) を使用ずると便利でず。詳しくは、ぐっとずコードの取 
扱説明書を参照して < ださい。 

国 VL - CM 140 KT / VL - CM 1 巨 0 KT の場合 

スタンド下部より付属の屋外 LAN ケーブル(長さ約8 m) を通し、スタンドち側のデータ 
/電源入力端テに接続してください。 



♦ LAN ケーブルは直接カメラに接続せずに、必ずスタンドの端テに接続してください。直接 
接続した場合、「センサー選択設定」で「外部センサーを使ラ」を選択し、センサーの検 
知状態表示設定を「文字を表おする」に設定ずると 「E」 の文字び常に表示されまず。 

5 (外部入力機器びある場合のみ)配線材を接続する 

〇「センサー選択設定 J の設定を確認ずる （0^ 取扱説明書70ぺージ） 

〇 r が部入力端子」に配線材を接続ずる 

• 外部センサーを使巧ずる場合は、センサーを外部入力端子に接続してください。 

r 外部入力端モについて」32ページ）に従って正しく接続してください。 
♦配線材の抜さ差しは、各端テの上にあるボタンをドライバーの先などで巧しなびら 
行ってください。 


24 































0 スタンドを壁面に確実に取り付ける 

参ねじ A (4 本： 4 mmx 20 mm ) で取り付けてください。 

壁(モルタル.コンク U - 卜)への取り付け例(防2日ぺージ) 



-应警告^- 

不安定な場所、振動のをい場所、強度の弱い壁には取り付けない 

石こラボード .ALC (軽量気泡コン 
ク U - 卜）.コンク U - トブ□ック • 

厚さ2.已 cm じ(下のベニヤ板など 

r\ I 落下により、けびの原因になりまず。 

禁止 


- [ A 迂局ソ - 

スタンドは「♦上側」の表示が上側になるように取り付ける 



〇 上記 L ソ外の向きで取り付けると、内部に雨水などび入り、機器の故障の原因に 
なることびありまず。 

V_ ) 


設置説明 


カメラを設置する 


2已 















































■壁への取り付け例 

(例)材質びモルタルやコンク U —卜の場合 

設置したい位置びミ夫まったら、市販のド1」ルと専用のアンカー 
(ねじの呼び径 4.0 mm ) を用意し、じ(下の手順を参考に巧を 
あけて < ださい。 

〇スタンドを設置したい位置に合わせ、ねじ巧か5印を付け 
る (4 力巧） 

©安全ワイヤーを取り付ける位置に印を付ける （ 1力所） 

0印に合わせて下の図のよラにドリルで巧をあけ、アンカー 
を差し込み、ソフトパンマーなどで軽くたたく 


ねじ巧 



1.アンカーのサイズに合わせて、巧 
をあける 



コンクリート用ドリル 
タイルの場合はタイル用ドリル 


2.アンカーを差し込む（ソフト八ンマー 
で輕くたたく） 

防水の巧(コーキング） 



ソフトハンマー 


〇カメラを設置ずる 

♦壁にあけるド U ルの径の大ささは、用意したアンカーの説明書を参照してください。 
♦工事は販売店をしくは施工業者に依頼されることをお勧めしまず。壁への巧あけ工事につ 
いて、当社はその責任を負いかねまずので、あらかじめご了をください。 

♦モルタル塗壁の場合は、巧あけにより、ちい壁び落ちることびありまずので、を意して巧 
あけをして < ださい。 

7 スタンドをコーキングずる 


コーキング 



しないこと。 
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S 屋か LAN ケーブル(長さ約 0.2 m ) をスタンドカバー中央の穴に通し、下部 
の穴か日スタンドの外に出ず 



g スタンドカバーを取り付ける 

♦ねじ A (4 本： 4 mmx 20 mm ) で4力所固定してください。 



1 Q 防水用スポンジを屋外 LAN ケーブル(長さ約 0.2 m ) に差し込み、スタンド 
カバー中央の穴の中に巧し込む 




11カメラに安全ワイヤーを取り付ける 

♦ねじ B (1 本： 2.日 mmx ]0 mm ) とワッシャー(ル)で安全ワイヤーを取り付けてくだ 


さし、 



設置説明 


カメラを設置する 


ねじ巨 
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12 防水キャップ、防水ゴム A を LAN ケーブルに取り付ける 

♦防水ゴム A にはス U ットびついていまず。ス U ットから防水ゴム A を差し入れてください。 



13 LAN ケーブルをカメラに接続し、防水ゴム A 、 防水キャップを差し込む 

♦ LAN ケーブルを接続ずるとさは、「カチッ」といラ音びずるまで差し込んでください。 
• 防水キヤップは、最後までさちんと締めてください。 



14カメラを雲台に取り付ける 

♦角度を調整するとさ、雲台の締め付けナット（スタンド側）をかし緩めると、角度の調 
整びしやずくなりまず。カメラの角度を調整後、雲台の締め付けナット（スタンド側) 
は最後までさちんと締めてください。 



15 カメラの角度を調整する 

♦図のよラに、ケーブルを下方向にたるませてください。 
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0 安全ワイヤーをねじ A とワッシャ ー( 大)で壁に取り付ける 

参壁の材質びモルタルやコンク U —卜の場合は、アンカーを使用し、確実に固定してくだ 
さい。 （防 2日ページ） 



♦スタンドにぶらさびったり、カメラじ(外のちのを固定しないでください。 

VL-CM140/VL-CM160 の場 S ホ、屋外側でのカメラの取り付けはここで完了 
でず。 r 屋内側のケーブル配線」31ぺージ)へ進んでください。 

VL-CM140KT/VL-CM1 巨 OKT の場合は、すきま用 LAN ケーブルを設置しま 
ず。手順17へ進んでください。 

■ VL-CM140KT/VL-CM 1巨 OKT の場合のみ 
1マすきま用 LAN ケーブルをサッシに取り付ける 

〇両面テープ(付属品)裏側のはく離紙をはびし、ケーカレを取り付けたい場所にはる 



• 両面テープは、開閉回数のかないサッシに取り付けてください。 

♦防犯上、すさま用 LAN ケーブルは高いところに取り付けることをお勧めしまず。 
参すきま用 LAN ケーブルは、鋭利な形状の物び接触ずる場所や、強い負荷のかかる場 
所には設置しないでください。 

♦すさま用 LAN ケーブルは、雨戸やシャッターなどびある窓には取り付けでさません。 

©ずきま用 LAN ケースレ裏側を、両面テープ表側に合わせた後、しっかり巧り脚ずてお 
づけをずる 

/表側 


\畫側 

0両面テープ表側のはく離フイルムをはびし、図のようにずきま用 LAN ケーブルの裏側 
を両面テープにはり付ける 


ずさま用 LAN ケーブル 



設置説明 


カメラを設置ずる 


両面了ープ 
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]S 屋か LAN ケーブル(長さ：約 8 m) をすきま用 LAN ケーブルに接続する 

0屋外 LAN ケーブル(長さ：約8 m ) を防水ゴム B に通し、ずきま用 LAN ケーブルの「デー 
夕/電源」端テに差し込む 



©防水ゴム B をずきま用 LAN ケーブルの接続部に差し込む 



1 Q 屋外側のすきま用 LAN ケーブルの接続部 （2 力所)を自己融着テープで巻く 

♦テープを巻くとさは、テープを2倍の長さまで引さ伸ばして、重ねて巻いてください。 



20必要に応じて、すきま用 LAN ケーブルの両端をねじ A で固定する 

♦必要に応じて、ずきま用 LAN ケーブルの両端をねじ A (4 本： 4 mmx 20 mm ) で固 
定し、屋内側の LAN ケーブル(市販品)を接続してください。 

参アンカーを使用ずる場合は、2日ページを参照してください。 



♦両端の LAN ケースレ接続部は引っ張られないように配線処理してください。 



30 






















































屋內側のケーブル配線 


家庭内 LAN 側の LAN ケーブルを、送電装置の 「LAN」 端子に差し込む 



LAN ケーブル 


参送電装置を家庭内 LAN に接続ずるための LAN ケーブルは付属品には入っておりません。 
お客様ご自身で用意して<ださい。 

•送電装置は、ねじ A (4 mmx 20 mm ) を2本使用して固定ずることちできまず。 

2 カメラ側からの LAN ケーブルを、送電装置の r カメラ側へ」端子に差し込む 
国 VL-CM140/VL-CM 1巨0の場合 



■ VL-CM140KT/VL-CM1 巨 OKT の場合 

ずきま用 LAN ケーブルの屋内側に接続した LAN ケーブルを送電装置の「力 
メラ側へ」端子に差し込む 


すさま用 LAN ケーブル屋内側 

3 AC アダプターを送電装置に接続し、 AC アダプターのプラグを、コンセン 
卜 (AC100 V)に差し込む 

参カメラび起動しまず。 



設置説明 


カメラを設置ずる 



コードをフックにかける 


31 









































外部入力端子について 


外部入力端子びありまず。必要に応じてご使巧ください。 

♦端テへの接続は、電源を切り、カメラをスタンドから外した状態で行ってください。 



♦配線巧の抜さ差しは、各端テの上にあるボタンをドライバーの先などで巧しなびら行ってく 
ださい。 



か部入力端子 

本機の人感(熱)センサーを使わず、下記のよラな外付けの人感センサーを使ラとさ I こ使用し 
まず。 

外部人感センサー(推奨品：動作確認済み） 

竹中エンジニア U ング(株)製 品ま： MS - 1 00 A ( AC 100 V 配線び必要） 

♦設置は、巧奨品に付属の説明書に従い、確実に行ってください。 

参設置位置の参考例は、 ] 8〜] 9ページを参照ください。 

♦この端子に機器を接続したとさは、カメラの「センサー選キ尺設定」の設定を r 外部センサー 
を使ラ」に変更してください。用又扱説明書心70ページ）本機の人感(熱)センサーおよび 
動作検巧は、動作しなくなります。 


[)4 部入力端子の仕様 I 

端テを短絡すると検知します。 （ a 接点） 

開放時電圧：約3 V 

短絡時電流：約 0.6 mA (短絡/開放連続 0.2 秒 LU 上で検知） 

〔線種と配線距離 

下表の線種-配線距離 LU 外で使巧されると、動作不良の原因になりまず。 


配線区間 

線種 

配線距離 

外部入力端テ〜接続機器 

単お線 ( mm ) : 00.4-01.6 

接続ずる機器の仕様に従ラ 
(ただし、 20 m じ(内） 
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参配線材の線種び r より線」の場合は、棒型圧着端子(市販品)を取り付けてから接続してください。 
(配線材の隣りどうしびショートしないようにしてください。） 

配線巧(より線）棒型圧着端モ，，。 

_ * 0 1.2 mm 

- 拝片「 ~ [ ~~] 节ソ下 

8 mm 

かしめ部 











センサーの巧知韶囲/感度を調整する 

動作検巧•人感(熱)センサー•外部センサーの検巧状況を「設置確認画面」で確認しま 
す。また、必要な場合は検巧の範囲や感度を調整ずることびでさます。 


設置確認画面で確認ずる 


撮影角度の確認を行いまず。「設置確認画面」を選択し、画面の表示び目的の場所を撮影してい 
るかどラかを確認しまず。（取扱説明書72ページ） 

をし、ずれている場合はカメラの角度を調整してください。（心28ページ） 


センサーカメラ 

設置確認画面 

がラを設定 
ま 源周巧な設を 





日行時刻設定 

.V, 

1 

1 


il 

M! 力作粉日 

S 人感(规)センサー 

E 外部入力 

r 設置確認画面 


日月るさ設定 
お明設定 
登録機器 _ 

カメラ巧報表示~ 

r 

詳細設定 
カメ.う画面(こ戻る 


設置時にセンサーお畑ボ況を畦認すること力できます。 
この画面表ホ中は.センサー通そ日を巧いませんので， 
と'ず「戻る」ボタンで戻ってください。 


逆光•明るさの調整びでをまず。「明るさ設定」を選択し、調整して<ださい。（取扱説明書 
防73ページ） 
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検知節囲を調整する 


r 設置確認画面」でセンサーの検知状況を確認ずることびでさまず。 

(取扱説明書72ページ） 

♦検知したセンサーの種類によって、画面中央に、次の文字を表おしまず。 

M :動作検知 
S :人感(熱)センサー検知 
E :外部センサーの検知 

参センサー検知ずると、 VL-CM] 日 0/VL-CM] 日 OKT は LED ライトび点滅し、 VL-CM140/ 
VL-CM140KT は機器インジケーターびホ点滅しまず。 

この機能を使って、検知させたい被写体で正しく検知し、検知させたくない被写体での誤検知 
びないよラに調整しまず。 




この画面表示中は.センサー通巧を斤いませんので. 
必ず「戻る」ボタンで戻ってください。 


検知させたい被写体で確認-調整ずる 

♦カメラを設置した状態で、検知させたい場所、および人物の進行方向でセンサーび検 
知ずるかどラかを確認してください。 

■正しく検知する場合 

手順2に進んで < ださい。 


■検知しない場合 

r 動作検知および人感(熱)センサーの感度について」 
の設定を行ってください。 


3日ページ）を参照し、 L ソ下 


r 設置確認画面 J で rs 」 が表示されない場合 

• 「センサー設定」の r 人感(熱)センサー感度設定」で人感(熱)センサーの感度を 
1ランク上げて調整してください。用が及説明書心70ページ） 

参人感(熱)センサーの感度を「高感度」に設定してを正しく検知でさない場合は、 
外部センサーを設置してください。44ページ） 

r 設置確認画面 J で 「 M 」 び表示されない場合 

• 「センサー設定」の r 動作検知感度設定」で動作検知の感度を]ランク上げて調 
整してください。（取扱説明書70ページ） 


設置説明 


センサ—の検知範囲/感度を調整ずる 
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2 検知させたくない被写体で確認-調整する 

• 道路を行さ来ずる通行人や車など、検知させた<ない被写体でセンサーび誤って検知 
しないかどラかを確認してください。 

■誤って検知する場合 

r 動作検知および人感(熱)センサーの感度について」（心3日ページ）を参照し、 LU 下の設 
定を行ってください。 

r 設置確認画面 J で rs」 が表示されて誤って検知ずる場合 

♦誤って検知ずるをのの方向をふさぐよラに、センサー範囲調整キャップを適切なち 
度で取り付けてください。37ページ） 

参誤って検知ずるちのび人感(熱）センサーの検知範囲からはずれるよラにカメラの向 
きを変えてください。28ページ） 

• 「センサー設定」の「人感(熱）センサー感度設定」で人感(熱）センサーの感度を1 
ランク下げて調整してください。（取扱説明書70ページ） 

♦人感(熱)センサーの感度を「超な感度」にしてを誤って検知ずる場合は、外部セン 
サーを設置してください。44ページ） 

調整び完了したら、手順]にしたびって、検知させたい被写体で正しく検知ずるかを再度確 
認してください。 

r 設置確認画面」で 「M」 び表示されて誤って検知ずる場合 

♦誤って検知ずるちのの画面上の位置を「動作検知範囲設定」で未検知範囲に指定し 
てください。（取扱説明書防7 ] ページ） 



• 「センサー設定」の r 動作検知感度設定」で動作検知の感度を1ランク下げて調整 
してください。（取扱説明書防70ページ） 

調整び完了したら、手順]にしたびって、検知させたい被写体で正しく検知ずるかを再度確 
認してください。 
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センサーの誤検知を防ぐ 


人感（熱）センサーの場合 

画面上に車道の車びラつっている場合は、車び映る部分をふさぐよラにセンサー範囲調整キャ 
ップを取り付けてください。 （11^4] ページ） 




(例1 ) 

画面の左上に検知させたくない車道の車び映るので、センサー範囲調整キヤツプ1または2を 
図のよラにカメラから見て左上（カメラに向かってち上）をふさぐ方向で取り付けまず。 


給湯器やエアコンの室外機のよラに熱を発ずるをのび画面上にある場合は、その部分をふさぐよ 
ラにセンサー範囲調整キャップを取り付けてください。（心 4] ページ） 



給湯器室外機 


エアコン室外機 



(例 2) 

画面のち側と左側に検知させたくない給湯器やエアコンの室外機び映るので、センサー範囲 
調整キャップ3を図のよラに左ちをふさぐ方向で取り付けまず。 


設置説明 


センサ—の検知範囲/感度を調整する 
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動作検知の場合 

画面上に車道の車びラつっている場合は、車び映る部分をふさぐよラに「動作検知範囲設定」で 
未検知範囲に指定してください。用が及説明書皿7 ] ページ） 



(例） 

画面の上側に検知させた<ない車道の車び映るので、「動作検知範囲設定」でブロック1、 
2および3を未検知範囲に指定しまず。 


38 























動作検知および人感(熱)センサーの感度について 


動作検知の場合 

ルさな動作を検知したい場合や過度に検知したくない場合などに調整しまず。 
♦動作検知範囲は、あくまでをめやずでず。 

被写体の明るさや設置環境により検知範囲び変わりまず。 

■ 感度設定び「高感度」の場合 



■ 感度設定が「標準」の場合 



■ 感度設定び r 低感度」の場合 



■ 感度設定び r 超ほ感度」の場合 



設置説明 


センサ—の検知範囲/感度を調整する 
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人感(熱)センサーの場合 

カメラ 本体の r 人感(熱)センサー感度設定」を変更ずることにより、じ(下のよラにセンサー検知 
範囲び変わ0まず。 

♦センサー検知範囲は、あくまでちめやずでず。 

カメラ設置場所の周囲温度や環境により検知範囲は変わりまず。 


〔周囲温度： 20 ° C のとき） 

■感度設定び「高感度」の場合 

♦カメラ設置場所の環境によってセン 
サーの感度を上げないと使用でさな 
いとさに設定してください。 

♦この設定にずると、風や撮影範囲外 
で反応しやずくなりまず。 


■感度設定び「標準」①場合 


■感度設定びりま感度」の場合 


■感度設定び r 超お感度」の場合 






40 



































センサー箭囲調整キャップについて 


人感（熱）センサーで検知させたくないちのびある場合、センサー範囲調整キャップを取り付け 
ることによって、センサーの検知範囲を調整ずることびでさまず。ただし、カメラ設置場所の 
周囲温度により検知範囲は変わりまず。 

取り付け方法 

センサー範囲調整キャップは、標準（お買い上げ時に本体に装着）、キャップ1、キャップ 
2、キャップ3の4種類びありまず。それぞれのキャップは、ふさぐ方向と度合いび異なり、 
取り付け方向は4已°単位で回転させることびできまず。適切なキャップを適切な方向で取り付け 
てください。それぞれのキャップの検知範囲は次のページを参照してください。 

■取り付け方法 

ご希望のセンサー範囲調整キヤップを取り付けてください。42ページ） 

キャップのツメを溝に合わせて入れてください。 



♦人感（熱）センサーの性能に影響をおよぼずことびあるので、キャップのツメを溝にさちん 
と合わせて取り付けてください。 


■取り外し方法 

図のようにキャップを取り外してください。 


〇つまむ 



設置説明 


センサ—の検知範囲/感度を調整ずる 
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センサー範囲調整キャップの検知範囲 

センサー範囲調整キャップを取り付けることによって調整でさるセンサーの検知範囲は、カメラ 
設置場所の周囲温度により変わりまず。 L ソ下の一覧でセンサーの検知範囲を確認してください。 
ただし、「人感(熱)センサー感度設定」（心40ページ）び r 標準」のとさのあくまでをめや 
ずの検知範囲です。 



お知5せ） 
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• センサー範囲調整キヤツプの取り付けち度に応じて、図の検知範囲も回転しまず。 












































周囲温度： 0 ごのとを 周囲温度： 30 ° C のとき 










設置説明 


センサ—の検知範囲/感度を調整ずる 
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が部センサーを使う 


センサー感度設定やセンサー範囲調整キャップでを正しく検知でさなかったり、誤って検知した 
りずる場合は、外部センサーを使ってください。（防18 ~1日ぺージ） 

外部センサーを使ラ場合は「センサー設定」の「センサー選択設定」で r 外部センサーを使ラ」 
を選択してください。（取扱説明書70ページ） 
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LAN ケーブルの取りかし方ま 

カメラの「データ/電源入力」端テから LAN ケーブルを取り外ず場合は、マイナスドラ 
イバーなどを使って取り外してください。 











































メモ 
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